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[目的]チアミン・ピリミジン部（Py）の生合成経路は原核生物と真核生物とで異

なる。原核生物ではプリン生合成経路の中間体、5-アミノイミダゾールリボヌク

レオチド(AIR)から分岐して生合成される。真核生物では、ヒスチジンとピリドキ

シン由来であり、また、ギ酸がヒスチジンを経由して Py の４位の炭素に取り込ま

れる。これらの結果は全て好気条件下で研究されたものである。 

酵母で嫌気条件下、Py の前駆体はギ酸が Py に取り込まれないことより、好気条件

下とは異なる生合成経路の存在が示唆された。しかし最近、酵母における嫌気条

件下での Py の前駆体は好気条件下と同じヒスチジンである可能性を得たので、今

回、嫌気条件下における Py の前駆体について再度検討を行った。 

[方法]トレーサーとして、[13C]ギ酸ナトリウムを培地に添加し、Saccharomyces 
cerevisiae IFO 1234 を培養した。培養後、菌体からチアミンを抽出、精製し、

チアミンを Py とチアゾール部に分解後、Py のチオエチル誘導体を GC-MS で測定

した。また、トレーサーとして[15N]アンモニウム塩、競合物質としてピリドキシ

ンを培地に添加し、同様に測定を行なった。 

[結果]嫌気条件下においても、ギ酸が Pyに取り込まれることが確認出来た。また、

競合実験の結果、ピリドキシンも Py に取り込まれることが明らかとなった。以上

の結果より、酵母における嫌気条件下での Py の生合成経路は、好気条件下と同じ

である可能性が示唆された。ヒスチジンとラベルしたギ酸の取り込み実験の結果

も合わせて報告したい。 


